
　連絡

避　難　者　　　：　自宅が破壊されて住めなくなり、避難所で生活している人々
（在宅）被災者 ：　自宅に住むことはできるが、ライフラインの破壊などの理由で生活できず

　　　避難所の施設を利用したり、物資の配給などのサービスを受けている人々

　　　この人数を把握することが重要。把握できないと支援・配給が不可能　

大災害が発生したら？ 

家族は無事か？ 

まず、救出する 

情報を収集しながら集合 
・火災発生の有無 
・建物の被害状況 

・応援が必要な場所 
・ライフラインの状況 

・道路の状態 

住 民 

ボランティ

行政担当者 施設管理 鍵 番 

本部役員 

緊急分隊 
市民防災隊 

自治会長 

 及び 

自治会役

組 長 

（対応手順書） フローチャート 

家族は無事か？ 

まず、救出する 家族は無事か？ 

まず、救出する 
家族は無事か？ 

まず、救出する 

地区分隊 

海蔵地区市民センター 

館長＝行政地区本部長 

副館長＝行政副本部長 

夜間・休日は近隣在住 

の市職員で構成される 

緊急分隊が駆けつけて 

地区分隊員の到着まで 

行政地区本部長＝館長 

行政地区副本部長＝副館長 

地区防災隊長＝連合自治会長 

役員＝連合自治会副会長 

   ＝連合自治会長書記 

   ＝社会福祉協議会会長 

   ＝海蔵分団長 

   ＝市民防災隊長 

   ＝民生児童委員協議会長 

 
海蔵地区市民セン
ター 

阿倉川交番所 

四日市橋交番

北警察

南警察

消防団 四日市市 

 
集会所・一次避難所 

町本部 開 設 
町本部長＝自治会長 
役   員＝自治会役員 

       自主防災班長 
       民生児童委員 

組の集合
場   所 

組の人を避難誘

組の集合場所へ 
・各族の安否情報 
・応援の必要の有無 

・火災発生の有無 

まず、初期消火 

・救出・救護 

組の情報を集計して報告 
・組の安否情報 
・応援必要の有無 
・火災発生の有無 
・建物の被害状況 
・避難者の氏名・避難場所 

★町本部の運営委員会の設
置 
★民生児童委員とともに要援
護者の確認 

自主防災隊を指揮 

・先ずは、初期消火 

・救出・救護・応急手当 

・情報収集 

緊急避難所開設 

  集会所・一次避難所 

・避難者名簿 

・避難所開設チェック 

 

指定避難所開
設 
・海蔵小学校 
・山手中学校 

町本部←⇒地区本部の連
絡 
・火災発生の有無や状況 
・人命救助の必要性 
・道路・土砂崩れの状況 
・建物・ライフラインの被害
状況 
・町民の安否状況 

町本部←⇒地区本部の連絡 
・火災発生の有無や状況 
・人命救助の必要性 
・道路・土砂崩れの状況 
・建物・ライフラインの被害状況 
・町民の安否状況 
・食事の手配 

市災害対策本部 

運営委員長＝海蔵地区の防災しおりに 
    規定した連合自治会副会長等 
副委員長＝委員長から火気3名を任命 
行政担当者から１名・施設管理者から1名 
班長＝委員長が任命 
副班長・班員＝班長が任命 


